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ものの動きを見たときの感情分析
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形　容　詞 第1因子 第2因子 第3因子 共通性
感じのよい一感じの悪い 0．76 0．17 0．22 0，655
美しい一醜い 0．75 0．12 0．16 0，603
上晶な一下品な 0．71 一〇．18 一〇．03 0，537
快適な一不快な 0．70 0．28 0．25 0，631
気持ち良い一気持ち悪い 0．68 0．29 0．35 0，669
好き一嫌い 0．67 0．31 0．32 0．6荏7
繊細な一あらい 0．66 一〇．36 一〇．03 0，566
柔らかい一堅い 0．62 一〇．04 ．　一〇。06 0，390
滑らかな一ぎごちない 0．57 0．28 0．02 0，404
新鮮な一古くさい 0．50 0．26 0．25 0，380
遅い一速い 0．12 0．86 0．27 0，827
機敏な一のろまな 0．14 0．83 027 0，781
軽快な一重々しい 0．30 0．71 0．27 0，667
活発な一二活発な 0．18 0．61 0．50 0，655
飽きない一退屈な 0．28 0．27 0．71 0，655
面白い一つまらない 0．41 0．24 0．65 0，648
動物的一植物的 一〇．07 0．42 0．49 0，421
力強い一弱々しい 一〇．06 0．43 0．48 0，419
落ち着いた一うわついた 0．46 一〇．54 一〇．02 0，504
人間的一機械的 0．35 一〇．05 0．21 0，169
因子寄与 5，186 3，724 2，341
































































形　容　詞 第1因子 第2因子 第3因子 共通性
好き一嫌い 0．82 0．02 0．24 0，703
感じのよい一感じの悪い 0．81 一〇．02 0．23 0，709
快適な一不快な 0．79 0．21 0．19 0，704
美しい一醜い 0．73 0．18 0．13 0，582
気持ち良い一気持ち悪い 0．73 0．28 0．27 0，684
遅い一速い 一〇．08 0．92 0．17 0，882
機敏な一のろまな 0．03 0．89 0．19 0，829
軽快な一重々しい 0．20 0．85 0ユ1 0，775
活発な一高活発な 0．07 0．81 0．30 0，751
面白い一つまらない 0．17 0．24 0．68 0，549
飽きない一退屈な 0．21 0．39 0．57 0，521
上品な一下品な 0．69 一〇．17 一〇．Ol 0，505
繊細な一あらい 0．55 一〇．46 一〇．10 0，524
滑らかな一ぎごちない 0．57 0．35 0．06 0，451
柔らかい一堅い 0．54 一〇．05 0．02 0，295
因子寄与 4，539 3，748 1，205




















































































































































































































































































































































































































































































形　容　詞 第1因子 第2因子 第3因子 共通性
滑らかな一ぎごちない 0．90 0．16 0．01 0，836
柔らかい一堅い 0．90 0．05 0．08 0，819
上品な一下品な 0．89 0．14 0．08 0，818
快適な一不快な 0．88 0．19 0．08 0，817
繊細な一あらい 0．88 0．02 一〇．01 0，775
美しい一醜い 0．86 0．24 0ユ9 0，833
好き一嫌い 0．85 0．14 0．20 0，782
気持ち良い一気持ち悪い 0．81 0．19 0．25 0，755
感じのよい一感じの悪い 0．80 0ユ5 0．19 0，699
速い一遅い 0．02 0．88 0．06 0，778
機敏な一のろまな 0．30 0．77 0．10 0，693
軽快な一重々しい 0．60 0．60 0．10 0，730
面白い一つまらない 0．18 0．09 0．71 0，545
飽きない一退屈な 0．07 0．11 0．69 0，493
活発な一不活発な 0．05 0．44 0．34 0，311
因子寄与 7，209 2，161 1，314
寄与率（％） 48．1 14．4 8．8 71．2
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（c）サイバネティック・モーション（実物）
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（b）2段変速度運動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（のサイクロイダル運動（実物）
　　　　　図13　第1因子と第2因子の因子得点の関係（実物実験）
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VH．あとがき
　すでに筆者らは，動きをデザインするという立場からサイバネテdック・モーションを
提案した1～4）．この動きの特徴は，始動と停止あるいは動きの途中において急激な変動が
なく，全体に滑らかな動きを表現できることにある。
　サイバネティック・モーションは，その運動パターンの周波数分析によると高い周波数
成分を含まないことが分かっている。このことは，ある物体をサイバネティック・モーシ
ョンに従うように運動させた場合，その物体の構成部材や要素が振動的であっても，その
振動数が高い場合にはそれを励起させないことを示している。このことは，また，機械振
動の抑制，騒音の防止にも役立つ可能性があることを示している。
　以上は機械工学的にみた場合のサイバネティック・モーーションの特徴である。機械には
動きが必ず伴う。この動きが人の目に触れるような場合には，この動きを見たときその人
に快さを与えるようにしたい。そこで，CRT画面上の扉開閉をサイバネティック・モーシ
ョン，典型的な機械で用いられている運動パターン3種類，計4種類の運動パターンに従
うように動かし，これを観察したときの青年男女合計461名の感情分析を行った。
　また，これらの実験を踏まえ，大きさたたみ一畳ほどの板を上下に約0．8m動かし，
被験者67名からのデーータも得た。その結果つぎの結論を得た。
　（1）4種類の運動パターーンの感情評価データを基にした因子分析より，第1因子として
［快さの因子］，第2因子として［速さの因子］，第3因子として［興味の因子］という因
子を抽出できた。
　（2）第1因子〔快さの因子〕と第2因子〔速さの因子〕の2次元配置により4種類の動
きを比較評価する場合，この2次元配置の第1象限に多くの因子得点が分布するものが好
感を与える動きといえる。サイバネティック・モーション，サイクロイダル，2段変速度，
一定速度運動の順で第1象限に分布する因子得点の数が多く，この順に「速く」て「快
い」動きであるといえる。
　（3）実物の板の上下運動を被験者が観察したとき，速くて快いという感情を抱く動きの
パターーンは，サイバネティック・モーションである。
　実験：に協力頂いた被験者は，東京工業大学，青山学院大学，東京家政大学，十文字学園
短期大学，お茶の水女子大学の学生，合計461名である。
　東京家政大学では大角幸枝先生，十文字学園短期大学では亀田温子先生と谷直樹先生，
お茶の水女子大学では飯長喜一郎先生に大変お世話になった。また，東京工業大学では森
の授業，青山学院大学では小川（非常勤講師）の授業の一環として行った。ここに，被験
者として協力された学生の諸君，および協力を賜った上記諸大学の先生方に心より深謝申
し上げる。さらに，本研究を遂行するにあたり，東京工業大学の繁桝算男先生には実験手
法やデータ解析の上で種々ご指導を賜った。厚く感謝を表する。
　本研究は筆者らが指導した，東京工業大学制御工学科，昭和61年度修士14＞および卒業
研究15）に基づくものであることを付記する。ここに，研究に協力された平井明樹夫君と湯
原博光君に感謝する。
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